
【学習課題】自分の考えたロボットを 
改良するにはどうしたらいいのだろう。 

自分のロボットを進化させる
ためにはどうしたらいいかな。 

 

①児童生徒の学習意欲を高める課題の工夫  
 

 
 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

②考えを広げ深める対話的な学びの充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③学びを自覚し，次につなげる振り返る活動の充実 

 

  

 

段差のあるところ 
が掃除できない 

授業改善 ３つの強化ポイント 2017 （中学校 技術分野編） 

◆生徒の関心や学習意欲を高め，技術と社会や環境とのかかわりについて理解を深めるためには，実物や家庭・

地域社会における身近な課題を取り上げることが有効です。 

◆生徒自らが課題を発見し，習得した知識及び技術を活用し意欲を持って追求し，解決のための方策を探る

学習を取り入れましょう。自分の課題を解決するために言葉や図表，概念などを用いて考えたり，説明し

たりするなどの学習活動を充実させましょう。 

◆「目標」に応じた方法で学びを振り返らせましょう。また，学んだ知識や技術を主体的に活用できるよう，

課題に取り組む場を設けることも有効です。 

社会的，環境的，経済的の３つの側面

から考えてみよう 

人間が掃除を 

しなくても良い 

お年寄りの代わり 
に掃除する（安全） 

ができる 

技術やＡＩの 

開発が進む 

電気を消費する 
環境に負荷がかかる 

掃除をしない

人が増える 

電気代が 
かかる 

部屋の隅まで 
きれいにならない 

お掃除ロボットで考えてみよう
良い影響は何だろう？ 

良い影響はさらに伸ばす 
悪い影響は改善する 

また，お掃除ロボットが与える 
悪い影響はないのだろうか？ 

いつもきれいな 
部屋になる 

留守中に掃除が
できる 

毎日使える 
 

ほこりが舞い
上がらない 

掃除中の音が
大きい 

社会的側面 環境的側面 経済的側面 

比較・検討する３つの側面については，履修する学年により側面の数や取り扱う範囲，内容の深さは検討する。 

次々と新しい 

製品ができる 

自分の考えを持つ 

自分の考えや根拠を

明確にして説明する 

友達からのアドバイス

やコメントをもらう 

自分の考えを再構築し， 

技術の活用の仕方を考える 

僕の考えたロボットは，どのように

改良すれば良いのだろうか 

多くの考えに触れながら，生徒が考える場・考えを再構築させる場を設定する。 

物を乗せて目的地まで運ぶことができるよ 
移動スピードをもっと速くしたいな 

物を乗せて速く運ぶことは， 
人の手助けとなるからいいね 

でも安全であるといいな 

移動スピードを少し速くなるように設定しよう 

速くなっても乗せた物が安定するようにしたい 
センサをうまく活用して障害物を避けられないかな 

自分の考え 付箋の活用 

ハード・ソフトの両面からの改良 

ＩＣＴ，設計図等の活用 

これから値段も

安くなるかな 

ロボットが
普及する 

「技術を評価し活用する能力と態度」を育成するためには，生徒自らが製作・制作・育成した作品等だけでなく， 

広く社会で利用されている技術やこれから開発される技術を対象として捉えさせることが大切である。 

さらに技術が進歩していくが，
安全性や環境に対する負荷， 
経済的負担等を考え，判断し，
製品を購入したい 

僕の考えたロボットも 
評価してみよう。 

小さな子供が手
を出すと危険 

ロボットに
頼りすぎる 

例）内容Ｄ「情報に関する技術」（３） 
「情報に関する技術を評価しよう」 

生徒が主体となる 

問題解決的な学習 

障害物を避けられる
と，もっといいね 

http://www.irasutoya.com/2017/03/blog-post.html

